
わたしたちは、開学から長きにわたり女子教育に
携わってきた教育機関としての歴史を礎に、創立
者新島襄の女子教育に対する思いを受け継ぎ、

・女性の視点や感性を活かし自らの
 未来を切り拓きながら生きる、

・人と人が幸せにつながる暮らし・世界・
 地球に貢献する、

21世紀社会を女性の視点で
『改良』できる人物の育成

に取り組んでまいります。

Vision150
～創立150年に向けて～ 同志社女子大学の歩み
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新島襄の遺言

1 8 7 5 年

1 8 7 6 年

1 8 7 7年

1 9 3 0 年

1 9 4 9 年

1 9 6 7年

1 9 8 6 年

1 9 9 5 年

2 0 0 0年

2 0 0 3年

2 0 0 5年

2 0 0 9年

2 0 1 5 年

2 0 2 6年

新島襄、同志社英学校を開設

アリス・J・スタークウェザーが
新島八重と女子塾を開設

同志社分校女紅場を開設、
同志社女学校と改称

同志社女子専門学校と改称

新学制のもと、
同志社女子大学学芸学部を開設

家政学部開設

田辺キャンパス（現・京田辺キャンパス）開設
短期大学部開設

家政学部を生活科学部と改称

現代社会学部開設

短期大学部廃止

薬学部開設

表象文化学部開設

看護学部開設

創立150年

建学の精神・教育理念

国際主義

リベラル・アーツ（Liberal Arts）

キリスト教主義

DWCLA Standard

人間を育む

自らのためだけでなく、
他者のために学び生きる

ゆるぎない良心の育み
しなやかな生涯設計の礎

My Credo　～私の行動指針～
古きを大切にし、新しきを生きる。
リベラル・アーツとともに 品格と良心をもって、
ゆたかな世界づくりに寄与する女性。

世界的な視野にたって、
人類の共生に取り組む
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Action PlanMission

同志社女子大学が育む女性像

①古きを大切にする とは
　古都・京都において同志社女子大学の伝統
　を糧に、 揺るぎない自分を確立してゆくこと。

②新しきを生きる とは
　女性の視点や感性をいかし、 自ら未来を切
　り拓きながらしなやかに生きること。

③リベラル・アーツ とは
　隣人（となりびと）や世界への関心のもと、高い専
　門性と広やかな知識を求め、学びつづけること。

④品格 とは
　思いやり　優しさ　凛 し々さ

⑤良心 とは
　正しさ　慈しみ　愛

⑥ゆたかな世界づくりに寄与する とは
　確かな生活力をもって、 人と人とが幸せに
　つながる暮らし・世界・地球に貢献すること。

同志社女子大学が育む女性像の解説

2021年　　月　　　日

Sign

新島襄が死去する2日前に大磯（神奈川県）の
臨終の床で徳富蘇峰に口述筆記させた遺言
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